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研究成果の概要（和文）： 

 本研究はナラティヴアプローチの問題点の検討に基づき「語る」行為に着目した新たな実証
の方法を提案した．また，ネットワーク型組織の経営継承においては，「物語り」の共有に着目
した分析枠組みを設定し，その共有に至る過程において「物語り」への「自覚」や「共感」を
組み入れた実証的な視点が重要であることを明らかにした．  
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study tried to propose a new demonstrational method focused on narrative act based 
on the consideration of issues concerning narrative approach. And more found is that in 
case of path dependent type of network business, it is important to point the shared 
narrative of process to demonstrational point of view sympathy and conscious awareness.    
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１．研究開始当初の背景 
物語り（ナラティヴ）は，人々が互いに語

り継ぐことにより皆で共有するものとなる
ので，人々が所属する組織や社会の同一性
（アイデンティティ）の基盤となり歴史とな
ると同時に人々の行動を規定する規範とし
ての機能を持つ．このため物語りは，さまざ
まな分野において理論と実践の両面におい
て活用されている．物語りは，人々が「語る」
ものであるため，経済的な統計量や自然科学

の実験結果の場合と異なりデータ処理をも
とにいわゆる「客観的な」分析を行うことが
容易ではない．そこで，本研究では，物語り
の実証という面に焦点を当てて，その解明に
取り組んだ． 
２．研究の目的 
市場対応が重要な畜産業において相対的

に規模の小さい農業経営が環境変化に適応
するための一方策として，本研究で着目する
ネットワーク形成がある．ネットワーク型の
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農業経営に関する従来の研究は，機能と技術
面，組織管理に注目している． 
しかしながら，畜産経営の外部環境に関す

る研究が進展している一方で，ネットワーク
型畜産経営の内部環境に関わる組織の経営
継承問題を取り上げた研究は，管見の限り見
当たらない．また，経営継承に関わる農業経
済学分野の研究の進展は，個人から個人への
経営継承に焦点が当てられており，組織全体
での経営継承問題を取り上げている本研究
とは，視点が全く異なる．一方，上下関係や
組織への忠誠心が重要視されていた時代を
過ごした団塊の世代が定年を迎え，日本的経
営の特徴であった年功序列，終身雇用制度の
実質的な崩壊で円滑な技能継承が困難にな
っている． 
さらに団塊の世代と成長をともにした日

本経済を牽引した企業の内部環境問題に対
して，一般経営学ナレッジマネジメント分野
では「物語り」による解決方法が注目を集め
ている．ネットワーク型経営を永く持続させ
るためには，ネットワーク全体の円滑な組織
の経営継承こそが解決すべき重要な課題で
ある． 
本研究の目的は，既述の問題解決をメンバ

ーの体験（知識・記憶・出来事）をストック
して，「物語り（ナラティヴ）」を共有し知識
創発につなげ，実需の掘り起こしによって問
題解決を図っているパス（発展経路）依存型
のネットワーク経営で先進的な取組みを展
開している畜産経営を事例に，次世代へ繋ぐ
経営の世代間継続条件を経営継承面から解
明することである． 

 
３．研究の方法 
（１）本研究は，経営実験的な手法である参
与観察，聞き取り調査，文書記録，アンケー
ト，統計データに加えて，一般経営学のナレ
ッジマネジメント分野で注目を集めている
「物語り（ナラティヴ）」の視点に重点を置
いている．本研究では，「物語り」を narrative，
「物語」を story に対応させている．人と人
とが語り合い（「語り－聞く」の相互作用）
を通じて共通の「物語り」を創り上げること
を基本に据えている．「物語り」の定義がこ
のようなものであるとすると，人々の行為に
よって発生するさまざまな出来事の積み重
ねにそのものが物語りとなる．農業者の日々
の互いの活動の結果（さまざまな出来事）も
また，物語りを生む．「物語り」の基本的な
特徴は，野家啓一が提唱する複数の出来事を
時間軸上に並べてその順序関係を示すこと
に依拠している．それを踏まえ，本研究では
「自覚に至るプロセス」に着目している． 
 
 
図 1 物語り論と自覚に至るプロセスを統合   

     し
た分析枠組み 
 
（２）本研究の学術的な特色は，組織の発展
経路（パス）物語りを知識の伝承方法として
捉えて，その物語りが世代間でどのように語
り継がれているかを組織の経営継承という
側面から探ることである．特に，「物語り」
に基づく聞き取り調査データの解析は，ＰＣ
の処理能力向上に伴いテキストマイニング
手法の開発が飛躍的に進み，膨大なデータ解
析が可能になった．つまり，アンケート調査
結果や統計データなどの客観的データだけ
ではなく，個人の主観的データを定性的・定
量的に連続した時間軸上に整序して，総合的
に実践的な経営の世代間継続条件を把握す
る試みは，当該分野において全く行われず,
独創性が高く刺激的な研究課題である．本研
究において，特に前半部分では基本的に「語
られた内容を書き起こした文書」を対象とし
た分析という意味でのナラティヴアプロー
チを採用するが，後半では「語る」行為に着
目し，実証的分析につなげようとする実験を
試みる． 
 
（３）本研究で対象としたのは，次の３つで
ある．まず，パス依存型ネットワーク経営の
先進事例として知られ，所属農場の相互交流
を基本とする①（株）グローバルピッグファ
ーム（以下，ＧＰＦ）ならびに設立メンバー
である（株）ヒルズ（宮城県大河原）である．
ＧＰＦの性格を鮮明にするため，フランチャ
イズ型として対照的な②山形県酒田市を拠
点に養豚一貫経営を確立し全国的に垂直的
事業提携を展開しネットワークを形成して
いる（株）平田牧場も取り上げる．さらに，
「語る」行為の効果（物語りが生み出す「共
感」）を確認するため③東北大学学部学生を
対象とする授業実験を採用した． 
 
４．研究成果 
（１）本研究では，「語られた内容を書き起
こした文書」を対象とした分析という意味で
ナラティヴアプローチを採用した．まず，ア
ンケート調査の自由回答にテキストマイニ
ングの手法を適用して①ＧＰＦというネッ
トワーク型経営についての物語り（ＧＰＦ物
語り）の共有による規範化（歴史化）に関し
て創業者・後継者の両世代について明らかに
した．また，この結果に個別の聞き取り調査
を加え②個別経営の後継者という限定付き
であるが，このＧＰＦ物語りに関し「自覚に
至るプロセス」を確認した．さらに，③所属
農家からすればフランチャイズ型経営であ
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る平田牧場の場合の創業者と後継者の経営
方針の違いについて分析した．  
 
（２）ナラティヴアプローチの問題点の検討
に基づき④「語る」行為に着目した新たな実
証の方法を提案した．そのうえで，⑤「語り」
が登場人物（あるいはそのモデルである人
物）への「共感」を生み出すことを実証的に 
明らかにする実験を試みてその有効性を確
認できた．特に，本研究で重要な課題として
位置づけていたネットワーク全体の円滑な
組織の経営継承においては，「物語り」の共
有に着目した分析枠組みを設定したが，その
共有に至る過程において「物語り」への「自
覚」や「共感」を組み入れた実証的な視点が
重要であることを明らかにした．本研究成果
は，農業分野の組織継承問題に関わる学術的
な深化への寄与が期待できる． 

図 2 物語りによる「共感」発生モデル 

図 3 物語りによる「共感」発生の実証枠組み 
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